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春がすぐそこまで来ています 

 ６年生６３名の卒業の日まで、あと１か月を切りました。時折吹き抜ける風にも、春の香りが漂っています。いよいよ

２８年度の学校生活もゴールがすぐそこに見えてきました。 

 各学年・学級では、今年度の学習のまとめを行っている最中です。国語や算数などの教科学習で培う「学力」はもちろん

のこと、発達段階に応じた心身の成長を促す学習（総合的な学習の時間や道徳、学級活動、あるいは、学校行事や集団活動

などの学習の中で培います。）も、次の学年に進むための力をつけて、今年度の修了を迎えて欲しいと思います。 

 そうした学習指導は「キャリア教育」と呼ばれますが、本校では、それぞれの学年の発達段階に応じた学習内容を定めて、

それを６年間系統的に積み重ねることによって、中学校に進学する子どもたちがその力をしっかりと身につけて入学できる

ようにしたいと考えています。 

 日曜参観の中で、そうした学習の成果を発表した学年もありました。例えば、 

１年生…「成長したこと」の発表 

２年生…「小さい頃の自分」の発表 

４年生…「１／２成人式：自分の夢」の発表 

 これまでの成長を振り返り、その成長に欠かせない家族の愛に気づき、自分の存在価値を確かめる学習が続けられます。 

 また、３年生の「わうくらす」、４年生の「手話学習」、「人権学習」や「環境学習」、５年生の「はーと教室」、６年

生の「租税教室」や「選挙の学習」など、自他の命や人権、障害者理解、社会人としての義務や権利などについて、学年に

応じて視野を広げながら学習を積み重ねています。 

 今年、６年生は、総合的な学習の時間の学習で、地域学習や科学実験、国際理解、歴史やアニメ、群読、書道など、自分

たちが学習したいテーマをそれぞれに見つけて課題学習を続け、その成果を互いに発表し合うことができました。自分を見

つめ、周りを見つめ、地域や社会を見つめた学習を繰り返しながら、今後どんな生き方をしていくか、どんな夢や希望をも

ってその実現を叶えるための学習を続けていくか、そうした学びを６年間重ねてきた子どもたちの、学習の集大成のひとつ

となったことだと思います。 

 また、こうした学習の積み重ねにも、地域の皆さんのお力が光っています。本校では、学校の先生に教わる授業だけでは

なく、家庭科の学習でミシンの操り方を教えていただいたり、町探検で地域を訪ねる学習の場に一緒に参加いただいたり、

気象学習の話を気象台にお勤めになっているプロのお話で学ぶことができたり、ボランティアの皆さんに読書活動を支える

図書館づくりを進めていただいたり、…通学合宿やふれあい活動、毎日の下校サポーター活動の中でも、子どもたちはたく

さんの学びをいただき、着実に各自の成長に繋げています。本当にありがとうございます。 

 春はもうすぐそこまで来ています。それぞれのまとめをしっかり行って、仲間と共に、新しい学年への階段を元気よく昇

ることを願っています。 

                                         学校長  藤田 直子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

絵本の読み聞かせ  ２月１４日は、今年度最後の読み聞かせでした。竹内靖子さんには、絵本「てんごくとじごくの

はなし（もったいないばあさん）」を、岡本登志子さんには、絵本「トラのじゅうたんになりたかったトラ」の読み聞

かせをしていただきました。参加した子どもたちは、興味をもって静かに聞き、絵本の世界を楽しみました。ありがと

うございました。 

 

１４日（火）スクールカウンセラー 

１６日（木）学校司書 

１日（水）セーフティネットの日 登校指導      １７日（金）卒業式 

 ２日（木）学校司書 委員会活動           ２０日（月）春分の日 

 ７日（火）６年生外国語活動 中学校卒業式      ２４日（金）修了式 

 ８日（水）地区児童会                ３１日（金）離任式 

 

 

 １月２７日、関西電力株式会社の方の指導により、発電方法や発電器具、電気の送られ 

方等、電気や電力についての学習を行いました。手回し発電をし、実際に電球に灯りをつ

ける実験も行い、子どもたちは大喜びです。 

毎日使っている電気の仕組みを知る貴重な学習をなりました。 

１月２１日、白浜町で開催された同研修会に、本部役員７名、学校職員２名が参加しました。辻井いつ子氏（ピアニ

スト辻井伸行氏の母）による、「親ばかのススメ ～子どもの才能の見つけ方、伸ばし方～」の講演を聞き、その後、

第１分科会では、巽中学校の小早川隆哉育友会長が人権教育に係る発表をしてくださいました。お忙しいなか、出席し

てくださった皆さん、ありがとうございました。 

２月１０日、和歌山県警察音楽隊の方に来ていただき、演奏会が行われました。 

行進曲を初め、アニメソングや童謡など、子どもたちがよく知っている曲を演奏して

くれました。また、校歌を演奏してくださり、子どもたちは吹奏楽の伴奏に合わせて、

大声で校歌を歌うことができました。 

交通安全の指導もしていただきながら、すてきな時間を過ごすことができました。 

２月１０日（金）、巽中学校で来年度の新入生説明会が行われました。６年生がグループに分かれ、各クラスの授業

を参観しました。中学校の授業や生活の様子を知るよい機会となりました。 

また、小中連携活動の一つとして、中学校職員が６年生の授業を参観に来ています。６年生が進学してもその生活に

スムーズに取り組むことができるようにということで、小学校と中学校職員が、それぞれの授業の様子や学習の方法、

ノート指導などを知る機会としています。道路１本隔てた距離にある巽小・中だからこそできる取り組みです。 

今後も、さまざまな形で小中連携を進め、義務教育９年間を系統的にとらえていきたいと考えています。 

 

  和歌山県ジュニア駅伝大会で海南市２連覇！ 

  ２月１９日、県ジュニア駅伝大会が和歌山市で行われました。本大会には、本校６年生の 

伊藤凛々斗君、三栖滉介君が選手として出場し、朝夕の練習にも懸命に取り組んできました。 

本番でも、二人とも素晴らしい力走を行い、見ている私達を感激させてくれました。また、 

伊藤君は、第７区で区間賞という快挙を成し遂げました。本当におめでとう。 


